
埼玉県企業局 水道管理課
水運用・省エネ担当 主査 綱島 圭一

新三郷浄水場
優良大規模事業所認定の取組紹介
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埼玉県水道用水供給事業（水の卸売り）
【令和5年度実績】

電力使用量：約218 百万kWh／年
※一般家庭 約5万2千世帯相当

温室効果ガス排出量：約11.5 万t-CO2

⇒排出量の約96％が電力消費

5つの県営浄水場から58の市町へ水道用水を供給



大久保浄水場送水ポンプ(2,400kW) H21年度に回転数制御化

温室効果ガス排出量削減の取組（企業局全体）

送配水ポンプ等の回転数制御化

大久保浄水場排水処理施設（ガスタービン常用発電機 650kW）

コジェネレーションシステムで発電した排熱の再利用



行田浄水場 太陽光発電設備(1,200kW)  H24年度に設置 吉見浄水場 太陽光発電設備(1,000kW)  H26年度に設置

県水送水圧力を利用した小水力発電設備

太陽光発電設備の設置

高坂中継ポンプ所 小水力発電設備(28kW)  H24年度に設置

高坂中継ポンプ所模式図
吉見

浄水場
受水弁

受水弁でロスしていた

圧力を電気へ変換して

送水ポンプへ供給する
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原単位(kWh/㎥)

原単位の推移（水1㎥あたりの電力量） 埼玉県企業局大規模事業所の排出量（計8か所）

企業局における電力原単位と温室効果ガス排出量

(kWh/㎥)

139,295
t-CO2

・削減効果の大きい設備投資対策が一巡したことで原単位削減が停滞
・第3計画期間（R5まで）の排出量削減実績は削減目標ギリギリに



新三郷浄水場における温室効果ガス排出量の削減状況（R5まで）

●令和6年度地球温暖化対策計画作成報告書より

・取組以前の新三郷浄水場削減率 約13％（R2～R5の平均）
・削減目標20％に対し約7％不足 ⇒ 【目標未達成】

【新三郷浄水場が達成困難な理由】
  ・平成2年度給水開始の新しい浄水場
  ・創設時から送水ポンプが回転数制御

  基準排出量が小さく削減余地が少ない

 トップレベル事業所認定による削減目標
 の軽減措置（1/2）で目標達成を目指す

埼玉県新三郷浄水場（三郷市）



トップレベル事業所認定までのステップ
①自己評価（R5.6）
認定可能性を判定するため自己評価を実施 新三郷浄水場は可能性ありと判断

②プロジェクトチーム設置（R5.9）
新三郷浄水場のみでの実施困難 他所属含め新三郷浄水場に精通した職員を選抜

③先行事例の確認・相談（R5.10）
前年度にトップレベル認定を受けた東京都（朝霞浄水場）に相談 同業者のノウハウを学習

④申請書類・根拠資料の整理（R5.10～R6.6頃 約9か月間）
月1回ペースでの作業 約2400台ある照明台帳整備に苦戦 必須項目を最優先に進めつつ取捨選択

⑤第3者機関による検証（R6.8）
根拠資料を網羅的かつ徹底的に確認 ガイドラインを熟読しておくことが重要

⑥申請書類の提出（R6.9末）
提出期限は明確に決められているため、ここから第3者検証や資料整理のスケジュールを逆算して計画

⑦埼玉県環境部による現地審査（R7.2）
第3者検証と比べ、狭い範囲を深く確認する

⑧トップレベル審査会（R7.3）

⑨認定（R7.3.24） 県内で5事業所目の認定

限られた時間・人数でいかに効率
よく作業を進められるかが最重要



トップレベル事業所認定の申請資料（ポイントとなる部分）

●地球温暖化対策推進状況評価書（第二区分事業所） エクセル形式

・総合得点
トップレベル 80点以上
準トップレベル 70点以上

・必須項目の不合格要件数

◎：必須項目
必ずクリアする必要あり（最優先）

○：一般項目
＋：加点項目

クリアできなくても問題ない。
評価を入れると総合得点にすぐ反映される
ため、配点の小さい項目の切捨も必要

評価項目を入力すると自動的
に点数や内訳が計算される



●優良大規模事業所の認定ガイドライン 評価項目の解説 ～抜粋～

・評価項目ごとの解説（評価内容、判断基準等）が細かく記載されているため熟読が必須
（全体で600ページ以上のボリュームがある）

・トップレベル認定を抜きにしても、
省エネを進めるうえで重要なことが分かりやすくまとまっているため参考になる

第3者検証はこの「検証チェック項目」を確認するため
答えられるよう根拠書類の準備が必要

根拠資料は電子データにして
階層フォルダで整理するとよい
（後からも確認しやすい）



新三郷浄水場の温室効果ガス排出状況（令和7年度地球温暖化対策計画作成報告書より）

トップレベル認定
R6の目標半減 20％⇒10％
※R7～R10は削減目標が40％軽減

・認定に向けエネルギー分析を徹底的に実施
・送水圧力低減、水運用最適化、水処理機器運用改善
等で削減率が29.39％に改善

・削減目標10％に対し19.39％多く削減 ⇒【目標達成】

・取組以前の新三郷浄水場削減率 約13％（R2～R5の平均）
・削減目標20％に対し約7％不足 ⇒ 【目標未達成】

トップレベル事業所認定の効果①【削減目標の軽減措置】

組織として認定を目指すことの意思決定を
することが強力な省エネ推進の原動力となる



トップレベル事業所認定の効果②【コスト縮減】

・新三郷浄水場のみならず企業局全体の省エネ取組を推進
・令和6年度は計32項目の運用改善取組を職員が企画・実施し、電力消費量及びCO2排出量を削減した

●いつも通りの運転管理をしているつもりでも生産量や施設状況の変化によりいつの間にか非効率になっている

⇒職員(社員)の省エネ意識の向上と運用改善の取組を継続する仕組みを構築することが重要



埼玉県企業局 環境報告書2025（抜粋）

トップレベル事業所認定の効果③【環境取組のPR】

埼玉県HP 報道発表資料



トップレベル事業所認定の効果④【超過削減量の売却】

・削減目標軽減措置でより多く生み出された超過削減量を売却できる

埼玉県環境部HP マッチング支援 埼玉県企業局HP 超過削減量の販売
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